
令和７年度 石井地区まちづくり協議会 福祉講座 

７月２５日、東方団地集会所で１回目の 

フレイル予防教室を開催しました。前半は 

松山市保険給付・年金課の花﨑保健師より

「久谷地区の高齢者の健康課題」について、

後半は株式会社ハッピーファーマシーの植 

田早帆歯科衛生士より「オーラルフレイル 

予防」について講演。参加者から「テンポ 

よく楽しく聞けた」など好評でした。 

久谷地区は心不全・脳血管疾患・糖尿病で 

受診している人の割合が高くなっているこ 

とから、健康・介護予防の意識づけを目的 

に、今年度は東方団地集会所で全３回フレ 

イル予防教室を開催す 

る予定です。２回目は 

９月２６日「栄養」、 

３回目は１１月２８日 

「運動」がテーマです。 

興味のある方は是非ご 

参加ください。（杉本） 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７月３日、石井支所大会議室であった石

井地区まちづくり協議会主催の福祉講座に

参加しました。「住み慣れた地域で安心し

て生ききるために～笑顔とありがとうのあ

ふれる故郷～」と題して、広域隣保活動相

談員の近藤誠氏の講演を受講。自立支援や

尊厳死、長生きの秘訣など体験談をもとに

した内容でした。中でも「認められたい、

誉められたい、人の役に立ちたい」と心の

中に「三匹のたい」がいるという話が印象

的でした。今後仕事で、またプライベート

でも活かせられるよう、意識していきたい

と思います。 （坂本） 
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フレイル予防教室 

＝久谷地区＝ 

普段の生活から健康を意識していきましょう 

 一生懸命メモをとり、質問も多くありました 

会場とオンライン合わせて２２０人を超える参加者 



 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

   

これからも役立つ情報を提供できればと思います 

令和７年度 第２回 

石井公民館 女性学級 

 

出張相談 

＝イオンスタイル松山＝ 

 

日々身体を動かし、健康を維持しましょう 

防災訓練 

＝古川＝ 

 ６月２１日、古川集会所グラウンドで防 

災訓練が開催されました。暑い中、約８０ 

人が参加。トイレの組み立て体験、天ぷら 

油の消火訓練、ロープの結び方訓練、起震 

車体験が行われました。トイレの組み立て 

体験では、実際に簡易トイレを組み立て、 

尿に見立てた水を入れ、凝固剤でどのくら 

い固まるか、またその後の処理をどうする 

かまで行うことができました。災害に備え、 

とても良い経験になったと思います。 
 （高須賀） 

 

７月１５日、イオンスタイル松山で出張

相談を実施し、合計２２人の来場がありま

した。今回はイオン薬局より、自動血圧計

と血管年齢測定器の貸出にご協力をいただ

き、高齢者と家族の方々が自ら計測。あわ

せて、健康チェックや生活相談も行いまし

た。来場された約半数は石井地区以外にお

住いの方でしたが、松山市の機関として地

域包括支援センターを知っていただく良い

機会になったと思います。今後も石井・浮

穴・久谷地区各所で出張相談を継続してい

く予定です。見かけた際は是非ご来場くだ

さい。 （好光） 

お気軽にお立ち寄りください 

ポピーサロン 

＝東方町＝ 

 ７月９日、東方町の集会所でポピーサロ

ンの参加者を対象に介護保険制度に関する

講話を行いました。今回は、介護保険サー

ビスについて詳しく説明しました。参加者

は通所介護や福祉用具の貸与、住宅改修等

のサービスに興味津々で、質問や意見が多

くあり、知識を深める良い機会になったの

ではないかと感じました。次回は９月に施

設サービスについて講話予定です。参加者

の皆様にとって実になる情報を提供できる

よう準備し、地域の方々と交流していきた

いと思います。 （和田） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１８日、石井公民館女性学級の参加

者３８人を対象に、順風会健診センターの

松尾篤史フィットネスインストラクターを

講師にお招きし、健康づくりを目的とした

ストレッチや体操、脳トレなどを行いまし

た。椅子に座ってできる内容で、無理なく

しっかり身体を動かすことができました。                       
  （江原） 

  

様々な訓練に、皆さん真剣に取り組まれていました 

 



今後もより良いプランを作成していきます 

  チームコオヨオ  

 認知症になっても安心して暮らし続け 

られる地域づくりの活動として『チーム 

コオヨオ』があり、毎月第３金曜日に開 

催しています。メンバーの希望で、株式 

会社ハッピーファーマシーに講師をお願 

いしました。６月２０日は、清水さゆり 

管理栄養士より「認知症予防のお食事」 

について講演いただき、血管年齢測定器 

や野菜摂取度測定器、骨健康度・骨密度 

測定器でそれぞれ自身の健康について測 

定しました。「思ったより血管年齢が若か 

った」「野菜をもっと取らないといけない 

ことが分かった」など参加者から好評で 

した。７月１８日は、佐川禎朗薬剤師よ 

り「お薬についてもっと知ろう」と題し 

て講演いただきました。内服時間の認識 

に間違いがないかの確認や、飲み忘れの 

対処方法など学ぶことができました。参 

加者からも多くの質問があり、特に就寝 

前服薬について気にされている人が多く、 

「おおよそ30分前」を目安とすることを 

教えてもらい「大変勉強になった」との 

意見が多かったです。今後も、チームコ 

オヨオのメンバーと一緒に、笑顔あふれ 

る楽しい時間を作っていきたいと思いま

す。ご興味がございましたら是非ご参加 

ください。 （浅香） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月１８日 大変分かりやすい講演でした 

６月２０日 測定器で測っている様子です 

一人で悩まず、みんなで解決していきましょう 

令和７年度 第１回 

一人ケアマネの会 

６月１９日、当センター会議室で、令和

７年度第１回一人ケアマネの会を開催しま

した。居宅介護支援事業所に一人で所属し

ているケアマネジャー４人が参加。今回は

フリートークとし、日頃の悩みなどを共有

しました。利用者様のことや事業所運営の

ことなど、一人ケアマネならではの幅広い

話題で盛り上がりました。今後も継続開催

し、ケアマネジャー同士の交流を続けてい

きます。 （岩﨑） 

令和７年度 第１回 

ケアプラン研修会 
 ７月１５日、生涯学習センターにて令

和７年度第１回ケアプラン研修会を開催

しました。当センターの大北主任介護支

援専門員が講師となり、アドバイザーに

松山市役所長寿福祉課の矢川主任介護支

援専門員を迎え、 「介護予防サービス・支

援計画書」についての講義を行いました。

参加者からは「プラン作成時に考えるポ

イントが明確になり大変勉強になった」

などの感想があり、今後の業務に活かし

てほしいと思います。 （渡部） 



当センターでは毎月 1 回、職員に必要な知識・スキルを身につけることなどを目的に

所内研修や事例検討を行っています。８月１５日は「防災」をテーマに、松山市防災危

機管理部市民防災安全課の竹場氏と中山氏を講師にお招きして、「避難所運営ゲームＨＵ

Ｇ」を行いました。「避難所運営ゲームＨＵＧ」は、災害時に避難所で起こりうる様々な

状況にどう対応するか話し合うことで、避難所運営を実践的に疑似体験することができ

ます。参加者は、「平常時から顔の見える関係づくりをしておくことが重要」「どんどん

やってくる避難者への対応が難しかった」などの感想がありました。また、講師から 「避

難所に行かなくてもいい準備が必要」という助言もあり、普段から防災に取り組む重要

性を改めて感じました。  （松本）                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松山市地域包括支援センター石井・浮穴・久谷      
サブセンター浮穴・久谷 

     松山市東方町甲１２７２番地１ 

     TEL ： ０８９-９０５－８８８９ 

 

所内研修 避難所運営ゲーム HUG 

 ＝＝ 

松山市地域包括支援センター  

        石井・浮穴・久谷 

     松山市東石井７丁目３番３２号 

     TEL ： ０８９-９５７－０８０８ 
 

  
 

 夏は暑すぎてエアコンの冷房が必需に 

なっていますが、中には苦手な人もいる 

と思います。私もその一人です。エアコ 

ンの快適さがある反面、その部屋から出 

た温度差に不快感を覚えるのです。「涼」 

の取り方は人それぞれだと思いますが、 

自分に合った「涼」の取り方を見つけら 

れるといいですね。まだまだ暑さは続く 

そうですが、熱中症には十分に気をつけ 

てください。 （二宮） 

編 集 後 記 

   教室や校庭をどう使っていくか考えます 

 スペースが次々と避難者で埋まっていき、部屋割りが難しかったです 

 情報を随時掲示していきます 

避難者カード 

イベントカード 

合計２５０枚を

６０分間で次々

対応しました！ 


